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研究成果の概要： 
 我々の研究プログラムは、小グループの被験者を使った研究室と、大グループの人為的エー
ジェントを使ったコンピュータ利用によるシミュレーションにおける意思決定のインフォメー
ションデザインと、ネットワーク構造の影響を調査することを目的としている。インフォメー
ションデザインがテーマによって多岐にわたりネットワーク構造がよい方向に誘発される研究
室で実験を行ない、多起因決定コンテクストを用いたコンピューターシムレーションを書き実
施した。併せて広範囲のネットワークのインフォメーションデザインについて、研究室で行う
小グループ実験の実証も行った。結果として、ＷＯＭ対話の内面的過程と内容は、常時、相互
作用の場面の状況により決定されるということが判った。 
完全なネットワークは、集中型ネットワークに比べ、人々により似通った信念を抱かせる。製
品の普及は、限定された類似性の多いネットワーク上では、完全で類似性の少ないネットワー
クより早く始まり浸透していく。 
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研究分野：マーケッティング 
科研費の分科・細目：経営学・商学 
キーワード：Word-of-Mouth, Decision-Making, Experimentation, Simulation,  
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１．研究開始当初の背景 
ほとんどのマーケチングモデルや手法にお
いて、消費者間の相互作用の内容やしくみに
ついては十分に理解されていないし、説明さ

れてもいない。我々の研究プログラムは、小
グループの被験者を使った研究室と、大グル
ープの人為的エージェントを使ったコンピ
ュータ利用によるシミュレーションにおけ



る意思決定のインフォメーションデザイン
と、ネットワーク構造の影響を調査すること
を目的としている。 
 
 
２．研究の目的 
初期のＷＯＭ(word-of-mouth)文献の大部分
は、他の現象の研究結果に元づいている。し
かし、最近の研究では、ＷＯＭ自体に焦点を
絞っている。それにもかかわらず、ＷＯＭ自
体とその原因、結果、および内面の働きは、
いまだによく知られていない。本研究が必要
しているのは、ＷＯＭ相互作用の心理的や言
語学的なデータである。すなわち、本研究で
は、ＷＯＭを対話過程としてモデル化するべ
きである。インフォメーションデザインがテ
ーマによって多岐に渡りネットワーク構造
がよい方向に誘発される研究室で実験を行
い、多起因決定コンテクストを用いたコンピ
ューターシムレーションを書き実施した。併
せて、広範囲のネットワークのインフォメー
ションデザインについて、研究室で行う小グ
ループ実験の実証も行った。 
 
 
３．研究の方法 
（１） インフォメーションデザイン操作

に対する経験的刺激の準備と小範囲の社

会的ネットワーク構造を作った 

（２） 社会的ネットワークにおけるリア

ルタイム情報フローと意思決定データを

把握するためアンケートを行った 

（３） 研究室における実験を実施 

（４） テキスト発掘およびコンピュータ

言語のソフトウェアを購入・配置し、生

の二者コミュニケーションデータを分析

した。 
（５） 信用性・意思決定方法とダイナミッ

クコミュニケーション内容を統合する長
期的縦のネットワークデータを分析する
ため、統計的モデルを開発した。 

（６） 意思決定のモデルとエージェント

間の情報交換過程のモデルを作るために、

エージェントに基づくシミュレーショオ

ンをデザインして、コード化した。 

（７） 人為的エージェント間の不定の情

報寄付のモデルを作るために、エージェ

ントに基づくシミュレーションをデザイ

ンし、コード化した。 

（８） シミュレーション実験をデザイン

してから、実験を行った。 

 

 
４．研究成果 

内容の異なる三つの意思決定の実験を行い、

ＷＯＭ全体における言学的、および心理的な

データを記録した。ＷＯＭ過程は、色々なテ

ーマについての小会話の連続としてモデル

化されている。その小会話は、各参加者の出

番としてモデル化されている。 

（１） 信念に与えるコミュニケーション

効果は、毎回弱まってきている。 

（２） 正負のコミュニケーションは、共に

信念に対して平等に影響を与える。 

（３） 完全なネットワークは、集中型ネッ

トワークに比べ、人々により似通った信

念を抱かせる。 

（４） 本研究の現在までの結果は、以下の

通りである。ＷＯＭ対話は、共通の土台

や機会の探求に向かって、心構えや意志

など、高レベルの概念についての対話と

して開始する。重要なテーマや好都合の

テーマは最初の段階に持ち出される。具

体的なテーマ（例えば、好評）は、抽象

的なテーマ（例えば、重要さ）より好ま

れる。極論を伴うテーマは、修辞的な方

策として議論に取り入れることが可能で

ある。長くて、激しい対話の結果として、

両参加者の意見調整が行われる。 

結果として、ＷＯＭ対話の内面過程と内容は

常時、相互作用の場面の状況により決定され

るということが分かった。しかし、ＷＯＭ過

程が任意で、まったく予測できないという意

味ではない。対話開始と終了の規則性、テー

マの管理、出番の決定、議論の作戦、概念の



階層や社交交流の策略などの研究によって、

ＷＯＭ対話の成り行きと結果が予測できる

のである。 

また、本研究はコンピュータ・シミュレーシ

ョンを用い、大規模なネットワーク構造のダ

イナミクスを調査するためのモデルを構築

する。本調査における重要な結果として、以

下のようなものがある。 

（１） 製品の普及は、限定された類似性の  

多いネットワーク上では、完全で類似性

の少ないネットワークより早く始まり、

浸透していく。 

（２） 製品の完全な市場浸透は達成でき

る。すなわち、製品普及の過程は完全で

類似性の少ないネットワーク上では止め

られるが、限定された類似性の多いネッ

トワークではそれは起こらない。 

本調査はいくつかの側面において、マーケテ

ィング分野に独自の新しい見解を示してい

る。消費者間コミュニケーションに関する実

験研究はこれまでおこなわれてきておらず、

実際のコミュニケーションデータと共に信

念や意思を捉える手段は明らかにされてこ

なかった。得られたデータは、2 項の結果に

おいてさえ、これまで踏み込まれてこなかっ

たさまざまな興味深い見解を明らかにでき

る有力性がある。さらに重要なこととして、

本調査では認知とコミュニケーションに関

するデータを縦断的に、またネットワークを

またいで横断的にも分析している。また、情

報の設計と大規模な消費者コミュニティに

おける意思決定傾向を示すネットワーク構

造の効果を調査するため、コンピュータによ

る計算シミュレーションを行っているのも

興味深い側面だろう。ラボにおける実験を考

慮した人口エージェントを用いた計算シミ

ュレーションは、ミクロレベルでの行動的基

盤とマクロレベルの経済動学の境界線を取

り払う結果を示している。また、本研究にお

ける調査手法と新たな発見は、マーケティン

グのみならず公共政策や公衆衛生など、人々

が関わりあう様々な公共の場面においても

重要な意味を持つことを示唆している。 
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